
オタリア文庫 64 

とある雪の日 

 

みなさん、こんにちは。 

今回は積雪で臨時休園になった某

日の様子をご紹介します。 

井戸水を使用しているオタリアプー

ルでは特に冷え込んだ日に展示場

から湯気?が上がることもしばしば。 

 

ちょっと幻想的ですが…。 

そして 

 

今年は白銀の世界になりました。 

くるるさんは北海道生まれ北海道

育ち(と言っても 1年ほどですが)な

ので心配よりはしゃいでいるんじゃ

ないか、高齢のビッキーさんは大丈

夫かな?と様子を見に行くと… 

 

展示場内では全く変わりのない日

常でした。 

 

それより、くるるさんは… 

 

入浴中ですか? 寝ているんです

か? 相変わらず不思議な行動ばか

りです。 

 

おはよ～、と声をかけると 

 

起きて大あくびしました。 

人間にとってはちむゃくちゃ寒い朝

であっても動物たちにとっては一切

関係がないようですね。 

 

一方、ビッキーさんはと言うと… 

 

くるるさんの後ろをゆっくり泳いでい

ました。その後もプールの中でのん

びりと過ごしていました。 

 

これこそ冬暖かく、夏冷たい井戸水

の強み。 

結局、雪の日ならではの特別な行

動は見られませんでした。 

 

案外動物たちは雪が降ろうが、積も

ろうがいつもと変わらず過ごす一方

でこちらの動物こと飼育員は… 

 

大はしゃぎでした。 

 

今回の積雪で一つ分かったことは、

雪で行動が変わるのは動物ではな

く飼育員でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼育員 なか 


